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１．はじめに

　2013年アメリカ精神医学会の新しい診断基準であ
るDSM-5 1） が 公 表 さ れ，「 精 神 遅 滞（Mental 

Retardation）」という名称が「知的障害（Intellectual 

Disabilities）」へ改定された。従来，医学分野の診断
名としては「精神遅滞」という語句が採用され，特別
支援教育分野では「知的障害」という語句が用いられ
てきたが，この改定に基づき各領域での用語が，「知
的障害」として共通認識されることとなった。
DSM-5に基づく「知的障害」とは，知的機能の遅れ
と社会適応能力の問題が発達期に出現することであ
り，明確な IQの記述はない。この改定点より，知的
障害の診断基準は，単なる IQだけでは判断できない
ということが指摘できる。
　学校教育においては知的な遅れを考慮しつつも読み
書き能力が求められ，文字はコミュニケーション手段
の 1つと成り得る重要な要素であると考えられてい
る。書き言葉の獲得に関しては特別支援学校において
多くの実践が行われてきたが，知的障害児の書字研究
は非常に少なく，その背景には読み書き能力に関する
研究の重点が学習障害などの特異的な発達の偏りに移
行したことが考えられる（江田，2012 2））。従来の知
的障害児の読み書き研究は，仮名文字の獲得が不安定
な児童・生徒を対象としており（渡辺，2010 14）；三

塚，1994 5）），漢字の習得が可能な知的障害児につい
ての検討はほとんど行われていない。軽度知的障害児
を対象とした研究では，漢字の読字書字には視覚的な
処理の弱さ及び記憶容量の少なさが指摘されており
（江田，2012 2）），ICT（Information and Communications 

Technology）機器を活用した視覚的イメージに基づく
漢字の読字学習においては，介入後の高い学習効果が
報告されている（高浜ら，2001 13））。ICTの活用によっ
て知的障害児においても漢字習得が良好となることが
示されたものの，漢字の書字については評価されてい
ない。そこで，タブレットPCの活用が知的障害児の
書字活動を促進し得ることを示すために，高浜ら13）

に基づき，タブレットPC学習と従来の反復学習の成
績を比較し評価する必要があると考えた。
　さらに，情報通信技術の発展に伴う行政の対応とし
ては，平成23年度文部科学省報告「教育の情報化ビ
ジョン6）」において，ICT活用により一斉指導におけ
る学びの向上に加えて，個々の能力や特性に応じた学
びの向上，さらには児童・生徒同士が教え合い学び合
う協働的な学びの推進を目指すことが述べられた。平
成25年度文部科学省報告「障害のある児童生徒の教
材の充実について 7）」においては，学習の基礎となる
読み・書き・計算能力の習得困難のために生じる教科
全体の学習困難の対策として，ICTを活用した教材を
用いて代替させることで，知的障害児においても教科
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全体を通した学習内容の理解につながる可能性がある
ことが示された。また，知的障害児の読み書き能力の
促進のために，平成26年度文部科学省「学習上の支
援機器等教材活用促進事業 8）」において，支援機器の
開発のための実践研究を行い，その活用と普及を図る
ことが示されたことより，書字学習の可能性が拓かれ
たといえる。
　以上より，本研究ではタブレットPC活用による漢
字書字学習の効果について検討すること，軽度知的障
害児の漢字書字獲得の背景に関して発達の様相及び関
与する認知特性を考察することを目的とする。

２．方法

２．１　対象
　東京都に所在する公立中学校の特別支援学級に在籍
する中学校 1年生から 3年生までの，漢字の読字に困
難を示さない13名（男子 7名，女子 6名）を対象と
した。本研究の特別支援学級在籍児は，FIQと指標得
点のいずれかが75以下であった。また担任への調査
から，記憶・推理・計画・思考・判断といった知的機
能が，発達年齢相応の基準よりも遅れており，社会適
応能力の低さに起因する困難を確認した。このことか
ら，対象生徒は，DSM-5 1）の知的障害の規定に相応
することを指摘できる。なお，調査研究の実施・成果
の報告にあたっては，校長・保護者の承諾を得た。ま
た，調査結果は個別の情報として中学校に報告を行
い，あわせて効果的な支援方法と教材について中学校
に提案した。

２．２　調査内容
　一斉実施可能なタブレットPC及び反復による漢字
書字トレーニングを行った。配当学年及び学習漢字の
選定については，通常学級に在籍する小学 2年生から
6年生までの児童全3,454名を対象とした予備調査（中
ら，2014 10））に基づき，回答率が90パーセントを超

える漢字について各学年 3問ずつの計15問の課題を
実施した。全問正答の場合はその学年の漢字は達成し
ているものとみなし，誤答を示した学年の漢字を対象
とした。さらに，その配当学年の小学校国語教科書に
登場するすべての漢字単語について佐久間ら
（2005）12）に基づき心像性を算出し，心像性の高い単
語（平均5.47）から順に，アセスメント（大プレテス
ト）時に誤答であった漢字を対象として 1回 5単語の
漢字書字トレーニングを実施した。また，タブレット
PC及び反復による漢字書字トレーニングで各漢字の
書字回数及び心像性を統制した。

２．２．１　�タブレットPCによる書字トレーニング
　なぞり書き課題（始点・終点の意識と漢字形態の把
握・習得を図る），視覚的記憶法に基づく書字課題（3
秒間提示される見本漢字を記憶し再生する），チャレ
ンジ問題（書字課題に正誤判定時の自動カウント機能
と制限時間を設定した）の 3課題で構成した。大学生
調査員の監督のもと，タブレットPC端末の操作手続
きに関する説明と事前練習を行った後，本課題を行っ
た。全課題の所要時間は，およそ15分間であった。

２．２．２　反復法に基づく書字トレーニング
　提示された見本課題を視写する課題で，漢字の書字
プリントには十字補助線入りの枠を用いた。反復学習
漢字は，タブレットPC学習の書字回数と統制したた
め，課題の所要時間は生徒ごとに異なり，およそ10
分～ 20分であった。

２．２．３　視覚的記憶課題
　通常学級に在籍する小学 2年生から 6年生までの児
童全1,749名を対象とした予備調査に基づき，3 ～ 5
個の無意味図形を記憶する再認課題を実施した。提示
された無意味図形を10秒間で記憶し，その図形を30秒
間で再認する課題で，全12図形 3問の課題であった。

図１．タブレット学習の流れ
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２．３　手続き
　平成26年11月～平成27年 1 月に，1週間に 2回の
全 5回の漢字書字トレーニング（1回 5文字）を実施
し，学習前にプレテスト，学習後にポストテストを
行った。さらに，3日後に保持テスト①，1週間後に
保持テスト②，2週間後に保持テスト③を行った 

（図 1）。

３．結果

３．１　学習効果について
　本研究では，タブレットPC活用による漢字書字学
習の効果と漢字書字に困難を示す要因を検討するため
に，タブレットPC学習の成績について介入前後の正
答率を算出した後，達成条件を80％正答とし以下の 3
群に分類した。ポストで80パーセント未満の正答率
を示した生徒は習得不良群（男子 2名，女子 3名），
ポストでは80パーセント以上の正答率を示したもの
の，保持①でポストの正答率から10パーセント以上

の減少がみられた生徒は保持不良群（男子 2名，女子
2名），ポスト・保持①ともに80パーセント以上の正
答率を示した生徒は保持良好群（男子 3名，女子 1
名）とし，反復法に基づく漢字書字課題に関しては，
タブレットPC学習の群構成と対応させて群設定を
行った。
　さらに指導効果による正答率の変化について継続的
な変化を分析するためにフリードマン検定を行った結
果，タブレットPC学習と反復学習ともに全ての群に
おいて時間経緯の中で，統計的に有意な変化が認めら
れた（図 2）。タブレットPC学習では，習得不良群・
保持不良群において 1％水準の有意差が認められ，保
持良好群では 5％水準の有意差を認めた。また，反復
学習では，習得不良群において 1％水準の有意差が認
められ，保持不良群・保持良好群では 5％水準の有意
差を認めた。

３．２　従来の学習法との比較
　ICTを活用した漢字書字指導の効果についてさらに

図２．各群の正答率の推移とフリードマン検定の結果
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検討するために，高浜ら13）の検討と同様に，従来の
机上で実施する反復法に基づく漢字書字学習との比較
を行った。学習法の違いによる正答率の変化を検討す
るために，群ごとに時間経過を追ってマンホイット

ニーのU検定を行った結果，習得不良群ではポストで
1％水準の有意な差を，保持②・保持③で 5％水準の
有意な差が示された。保持不良群と保持良好群では有
意な差は認められなかった（表 1）。

表１．各群と各トレーニング法の正答率(１SD)とU検定の結果

３．３　漢字書字形態の変化について
　習得過程における書字形態の変化の特徴を評価する
ために，石井ら（2004）4）の誤書字の分類を参考に
（図 3），全11タイプの書字評価を行った。漢字書字
の習得過程における漢字の形態についての変化の特徴
を評価し，その傾向を分析するために，書字タイプの
生起頻度を算出し分割表として整理し，書字タイプの
変化グラフを作成した（図 4）。タブレットPC学習で
は，全ての群において介入前の無回答が介入後は正答
へと変化した。さらに，従来の反復学習に関しては，
習得不良群では無回答は減少したものの正答の増加は
みられず，介入後も多様な誤答タイプの出現が確認さ
れた。保持不良群と保持良好群ではタブレットPC学
習と同様の傾向がみられた。また，タブレットPC学
習においては習得不良群と保持不良群で，介入前後で
音韻的誤答の減少も観測された。
　さらに，タブレットPC学習漢字について，実際の
誤書字変化を 3群に分けて提示する。最初に正答漢字
を示し，プレ・ポスト・保持①・保持②・保持③にお

ける書字を示した（図 5）。習得不良群では，A児・C

児・D児については無回答が正答となったものの，そ
の後は視覚的イメージに基づく非字を示しており，書
字の不完全さが目立つ。また，E児はブロック構成の
不完全さにより視覚的非字を示している。さらに，B

児のように同音異字を示すこともあった。保持不良群
では，正答後の書字形態のブロック構成自体は正しい
ものの，F児や I児のような位置的な誤りや一画過不
足の状態が多くみられた。また，G児やH児にみられ
るように，学習直後では正答を示しているものの保持
では意味的な間違いによる非字もみられた。保持良好
群での誤答は基本的には同音異字となっており，その
他の誤書字タイプとしてはM児のような熟語の逆転
がみられた。

３．４　認知特性との関与について
　漢字書字の困難さには視覚認知機能との関与が指摘
されている（春原，2005 3）;齋藤，2006 11））ため，
WISC-Ⅳの評価点に加えて視覚的記憶課題について

p p
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図３．漢字書字タイプの分類表

図４．時間的経緯に伴う書字タイプの変化グラフ

―
―

―
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図５．タブレット学習漢字の誤書字変化

表２．対象児のWISC-Ⅳ及び視覚的記憶課題の指標得点

も評価する。予備調査における基準値に基づき平均
100，SD15の偏差値を算出したため，WISC-Ⅳ及び
視覚的記憶課題の個別結果を示した（表 2）。FIQに
ついては，IQ40から87までと幅広く分布しているが，
IQ70から90の生徒が全体の77％を占めている。
　漢字書字の成績と寄与率の高い項目を分析し，各指
標得点において 3群の間に有意な差が認められるかを
検討するため，クラスカル・ウォリス検定を行った結
果，WMIについて習得不良群と保持不良群の間に 5％
水準の有意差が認められ，PSIについて保持不良群と
保持良好群の間に 5％水準の有意差が認められた。
FIQ・VCI・PRI・視覚的記憶については統計的な有意
差はみられなかった（表 3）。

４．考察

　タブレットPC学習についてフリードマン検定を
行った結果，全ての生徒において介入前後で継続的な
変化が認められたことから，高い学習効果を得られた
といえる。さらに，学習直後の正答率が低いほどその
後の保持が下降傾向にあることから，学習期での確実
な書字達成の重要性が示唆される。また，タブレット
PC学習と反復学習の正答率の比較を行った結果，習
得不良群で介入前後の正答率に統計的な有意差が認め
られたことから，タブレットPC学習は漢字書字に困
難を示す生徒において特に効果的であることが指摘で
きる。保持不良群と保持良好群については有意な差は
認められなかったが，共通して学習直後では反復学習
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よりも高い正答率を示していることから，全ての軽度
知的障害児において反復学習と同様もしくはそれ以上
の学習効果が得られた。本調査では，タブレットPC

学習漢字と反復学習漢字について書字回数及び心像性
値の統制を行ったため，両者の間には統計的な有意差
は認められなかった。つまり，漢字の難易度に影響さ
れることのない学習結果を得られたと評価できる。タ
ブレットPC学習は成績の向上だけでなく所要時間の
短縮も可能であることから，読み書きに苦手さや困難
さをもつ児童・生徒にとっては学習場面における精神
的な負担の軽減かつ自己肯定感の向上・維持にも寄与
し得ると考えられる。
　さらに，漢字書字の習得過程においては，タブレッ
トPC学習では全ての群で無回答の減少と正答の増加
が認められた。書字における無回答はレキシコンの形
成不全を反映するとされており（石井ら 4）），本研究
においても，無回答の減少から，視覚的記憶の活用に
よってレキシコンの形成が促進されたことが指摘でき
る。また，同音異字のような音韻的な誤答を示すパ
ターンも多く，本研究の対象児が，漢字の読字が良好
な生徒であったため，既存の漢字知識との混同が生じ
たと推察される。音韻的な誤答に関しては学習直後の
改善はみられたものの，全ての群で長期間の保持は困
難であったことから，未習得の漢字を学習する際には
既存の知識との照合及び漢字のカテゴリー形成が同時
に必要になることが示唆される。一方，反復学習にお
ける習得不良群の誤書字タイプは非常に多様な様相を
示しており，漢字書字に困難さをもつ生徒については
反復視写だけではレキシコンの形成が不十分であるこ
とが指摘できる。各群の誤答タイプの生起頻度からも
タブレットPC学習の有効性が証明され，その効果は
特に習得不良群で高いことが証明された。
　また，クラスカル・ウォリス検定の結果，WMIに
ついて習得不良群と保持不良群の間に 5％水準で有意
な差が認められ，PSIについて保持不良群と保持良好

群の間に 5％水準で有意な差が認められたことから，
学習初期においては注意力や集中力を保ちながら情報
を記憶し操作する能力が必要となり，長期間の保持を
達成するためには視覚的な情報を一定時間内で正確に
処理する能力が求められると推察できる。日本版
WISC-IV理論・解釈マニュアル9）においては，PSIで
は視覚的な情報を記憶し決定された規則に準拠して操
作する能力が求められることから，整った文字を書く
といった筆記技能との結びつきが示されており，同様
に本研究でも書字機能との関与が指摘された。なお，
FIQ・VCI・PRI・視覚的記憶については統計的に有意
な差がみられなかったことからも，漢字の書字習得に
関してはFIQの関与よりも，学習の安定にはWMIが
求められ，長期間の保持を達成するためにはPSIが要
される。つまり，FIQの低さ故に仮名文字指導に留ま
るのではなく，児童・生徒の特性を把握した上で，発
達段階に即した漢字を含む読み書きの学習機会を設定
する必要がある。また，視覚的記憶については統計的
に有意な寄与は認められなかったものの，指標得点が
100を超える生徒は保持良好群に多く分布していたこ
とから，視覚記憶もまた書字に関する重要な要素とい
える。しかしながら，A児のように視覚的記憶が良好
であってもWMIの相対的な弱さから漢字書字困難を
示す事例も認められ，一概に視覚的記憶が関与してい
るのではなく，相対的な言語性短期記憶の弱さがある
場合には書字困難を示す可能性がある。
　以上のことから，タブレットPC学習は漢字書字に
苦手さをもつ生徒の漢字書字習得に特に有効であり，
学校教育における ICT機器の導入への可能性を示唆す
る結果が得られた。また，漢字書字困難の背景には視
覚的認知の弱さによるレキシコンの形成不全が認めら
れ，視覚記憶の活用により書字形態の安定が促される
ことが明らかとなった。よって，個々の教育的ニーズ
に応じてタブレットPCを含む ICT機器などの適切な
学習支援教材の導入による合理的配慮が，学校教育に

表３．認知特性に関する各群の評価点の中央値とクラスカル・ウォリス検定の結果

p p

東 京 学 芸 大 学 紀 要　総合教育科学系Ⅱ　第67集（2016）

－ 131 －

成田，他 : 中学校特別支援学級在籍の知的障害児における漢字書字学習の効果に関する研究



おいて必要であると考える。
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タブレットPC活用による視覚的記憶法に基づく検討
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発達障害学分野

Abstract

 The study aimed to examine the effect of tablet PC training on the learning of Kanji writing for the students with 

intellectual disabilities in special needs classes of junior high schools. It is also aimed that to consider the characteristic of 

their recognition which will contribute to their writing activity.

 Participants were 13 students who did not show difficulty for Kanji reading. We administered two types of training; tablet 

PC training and the repetition training. The imageability of each Kanji character was confirmed to be in the same range for 

both type of training, and the number of times to write each character were controlled to be same for every session. Five 

characters were learned in a session, and the sessions were two times a week. Maintenance tests were carried out three days 

later, 1 weeks later and 2 weeks later. The students were classified into 3 groups based on the rate of correct answers of tablet 

PC training as follows; the group of students showed poor acquisition, the group of students showed poor maintenance and 

the group of students showed good maintenance. As the result of analysis, the improvement of the Kanji writing was showed 

for every group. Concerning the students with poor acquisition of Kanji writing, the significant difference was shown 

between the rate of correct answers of tablet PC training and repetition training. From this result, it is indicated that the tablet 

PC training is effective especially for students with difficulty of learning on Kanji writing. In addition, it is needed to 

memorize and manipulate the information while keeping the concentration for the repetition training. Thus, it is implied that 

the ability to process the visual information in the restrained time is required to retain the Kanji writing. In the present study, 

it is shown that students could achieve the acquisition of Kanji writing through tablet PC training despite of the weakness of 

cognition and the difficulty of writing. From the above, the efficiency of the introduction of the ICT apparatus in the school 

education was indicated. 
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要旨:　本研究では，タブレットPCを活用した視覚的記憶を用いた漢字書字の学習効果の検討をすること，ま
た，中学校特別支援学級に在籍する知的障害児の書字活動に寄与し得る認知特性を考察することを目的とす
る。そこで，漢字の読字に困難を示さなかった生徒13名を対象として，タブレットPC学習と反復学習による
漢字書字学習を実施した。両学習法で学習漢字の書字数及び心像性値を統制し，1回に5文字の学習を1週間
に2回，全5回の書字トレーニングを行い，学習前後と3日後・1週間後・2週間後に保持テストを行った。タ
ブレットPC学習の正答率をもとに，習得不良群・保持不良群・保持良好群に分けて検討を行った結果，すべ
ての群において介入前と介入後において継続的な正答率の変化が認められた。また，タブレットPC学習と反
復学習の正答率の比較を行なった結果，習得不良群で介入前と介入後の正答率に統計的な有意差が認められた
ことから，タブレットPC学習は漢字書字に困難を示す生徒に特に有効であるといえる。さらに，認知特性に
ついて反復学習では，学習初期には注意力や集中力を保ちながら情報を記憶し操作する能力が必要となり，長
期間の保持を達成するためには視覚的な情報を一定時間内で正確に処理する能力が求められることが示され
た。本研究においては，書字の困難さ及び認知特性の弱さをもつにも関わらず，タブレットPCの活用によっ
て，漢字の書字が達成できることが証明された。以上のことから，学校教育における ICT機器の導入への可能
性を示唆する結果を得られたと考えられる。
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